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特徴を明らかにすることである。油脂類試料は、2010 年及び 2012 年において
中国の大都市(北京、上海、瀋陽、抚順、香港、横浜中華街の輸入品を含む)の
スーパーや市場等で食用油(49 検体)、フライ食品(20 検体)、穀物原料(13 検体)
を収集し、HRGC/ECNI/HRMS 法で SCCPs の濃度を分析した。その結果、食用油の
SCCPs 検出量が<9–7500 ng/g とかなりばらつきが大きいことを判明した。その
中、北京市における食用油の SCCPs 摂取量が平均 14.8 µg/d、フライ食品の SCCPs
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